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すればネット販売ができる、1日も早く再開した
い。」家も工場もないが、希望を捨てていなかった。
あきらめずに希望を持ち、前に進もうとしている。
逆に勇気付けられる。これから先このような企業
のために自分達ができることは現場や現地での生
の情報収集をし、経済を循環させるためにも全国
に発信し紹介することで購入へつなげることにあ
ると考えた。

「みちのくEMS」は今まで無理や無駄やムラがあっ
たことを、マネジメントシステムの構築により見
直すものだ。普及することが企業への啓発にもつ

ながる。また、予期せぬ天災ではない、命や安全
を確保するにはどうするかを皆で研究しながら規
格化・マニュアル化していくことも必要と考える。
現存するすべての人々が初めての経験ではある
が、「今後も必ず起きる震災」ということを忘れ
てはいけない。どのような状況におかれても人間
1人では生きられない。
昔はあった「講」という組織の復活が、今回の
大地震により見直されたことであり、お互いに助
け合う心を忘れずに相互扶助の関係を根本におき、
仕組み作りをすることが大切であると痛感する。

「タフなボランティア」を集めて被災地支援
島野 智之 宮城教育大学　環境教育実践研究センター 准教授

　大学生のうちに自然に親しんでもらおうと野外教育・自然教育を行っている。また、世界中の研究者と連携をとりながら持続可能
な開発のための教育（ESD）や環境教育の推進に取り組む。震災後は被災者支援のボランティアに加わり、気仙沼市、南三陸町など
の被災地を巡り、救援物資の配給や炊き出し、風呂沸かしの作業を支えた。 

大学
仙台市 2011.5.12取材日

3月11日　14時46分
大学の研究室で原稿を書いていた。もうそろそろ
おさまるだろうと思っていたら、まだまだ揺れ、
普通の地震よりもとても長い気がした。外を見た
ら、大学の噴水がゆすったバケツのように揺れて
いた。研究室はとにかく本や紙のものがたくさん
あるので、腰くらいまで本に埋まった。
直後は携帯もつながりそれほどでもなかったが、
停電のため信号も消え、夕方になるにつれ道路は
大渋滞になっていった。大学には学生50人以上
が帰れず、そのまま避難していて、その夜はケア
をした。
自宅では震災対策をしていたが食器類の8割が割
れ、本棚はトントン相撲のように前にせり出して
いた。池の水を汲んできて沸かそうかと思ったく
らい水は欠乏した。幸い家にあった水でまかなう
ことができたけれども。野菜を洗って、お皿を洗っ
て、それをトイレに流す。そうして3回使った。
たぶん沢の水を汲みに行くのが正解だったなと、
今から振り返れば思う。　

「タフなボランティア」を
募集し被災地へ  
震災3日後に、郡山の義理の兄弟を実家の富山に

疎開させた。富山ではネットが問題なく使える
ので情報を集め、どこに入るかを決め、仲間に
呼びかけ、現場に直行した。震災から1週間程度
後のことだった。
富山から直接自宅に寄り、そのまま、登米のRQ
市民災害救援センター事務局に入った。RQは自
分たちがやりたいことを自分たちで見つけるとい
うボランティアセンターだ。入ってまずしたこと
は、このボランティアセンターで何が行われてい
るか把握することだった。次に、自分が何に貢献
できるかを周りの人たちとディスカッションしな
がら考え、次の日のスケジュールを決めた。
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現地に入ってすぐに雪が降った。車は朝、霜が降
りて凍る状態だった。暖房も何もない体育館に寝
袋で寝る生活だったため、耐寒用のシェラフを持
ちこんだが1日目は寒くて眠れなかった。夜の寒
さが一番厳しかった。
そもそも、ぽつんと田んぼの中にある廃校にボラ
ンティアセンターが設置されていた。必然的にそ
こまで自力で来てここを拠点に自分の車で被災地
に出かけて行き、ここに戻って自力で眠れるよう
な「タフなボランティア」が条件となり、かなり
の人がふるいにかけられた。結果として、こうい
う寒さでも動ける、自分で考えて自分で動ける、
そうしたアウトドアに慣れた人たちが周りに集
まった。

ガソリンスタンドの人たちが
助けてくれた  
とにかくガソリンがなかったため、車の問題も大
きくのしかかった。傍のガソリンスタンドの方が
融通してくれ、限定的な量を供給してくれた。南
三陸では津波によって破壊され、鉄筋の枠しか残っ
ていないようなガソリンスタンドがあった。そこ
で、汚れた作業着を着たスタンドの方が、並ぶ災
害復興の車に手回しのポンプでガソリンを入れて
いた。自分たちのガソリンスタンドがそこまでの
影響を受けているのに、そこにガソリン缶を運ん
で、「なんとかがんばってください」と言って皆さ
んを助けていらっしゃる姿は本当に涙が出た。
1カ月経った時も、本当に何もない、屋根ぐらい
しかないところで「パンク修理します」という
看板を出したガソリンスタンドもあった。「自分
たちが助けないとこの人達が何も活動できないと
い」と、ガソリンスタンドの人たちは身をていし
てがんばってくださった。津波被災エリアには彼
らががんばらなければ本当にガソリンがなかっ
た。話を聞くと自衛隊も喉から手が出るほどガソ
リンが欲しい時期だったという。

被災地で 
RQの方針として、1カ月は物資支援、3カ月まで
は立ちあがりの支援と考えていた。確かにその通
りで、2週間が過ぎると普通のNPOが現地支援
に入り、物資の支援が急速に増えた。1週間から
10日くらいまではガソリンもなく、その人たち
が入れるような環境ではなかった。
震災後10日くらいで自衛隊が入ったが、それで
もリアス式の起伏の裏側にあるような集落（居住
区）には支援物資が届かなかった。どうすること
もできず、昼間から焼酎を飲むお父さん達もい
た。お母さん達は辛かったろう。昨日で震災後2

カ月になるが、現地はまさに復興が始まった状態
だ。1か月後ではまだ避難所に衝立てもなかった。
ただ、向こうは地域まるごと避難所に入ることと
なり、それは良かったと思う。コミュニティがそ
のまま引っ越してきたため避難所の運営もうまく
いっていた。津波で大きな被害があり区が混在し
ているところでは、避難所の運営が難しかったよ
うだ。最初のうちは家が残った人たちが、家を失
くした人たちを助けていた。そのうちに避難所の
物資が潤沢になっていくと、逆に家に残った人た
ちが物資を手に入れることができず、対立も起こ
るようになった。
市町村にはなかなか対応できない。とくに、5分
の1の職員を失った南三陸町役場などは大変であ
る。ボランティアはその間を埋める役割だと思っ
ている。
　　　　　　 

この2カ月を振り返って 
今回は本当にいろんなことに涙が出た。5日目く
らいに高速道路で仙台方面に向かってタンクロー
リーが走ってくるのを見た時、これが救いの手だ
と思って涙が出た。大阪や神戸、京都ナンバーの
ガス局や水道局、重機を積んだ車が50台くらい
団体で来たのを目撃した時もだ。たまたま止まっ
たサービスエリアでタンクローリーの運転手さん
に話を聞いた。実は運転手さんも被災をしていた。
海沿いで、ご家族の方が行方不明だという。それ
なのに、タンクローリーを動かさなくてはいけな
いと言って運んでらっしゃると聞いた。涙がにじ
んだ。
ボランティアに入っている人達は未だに、若い人
達なのに「今日はどんないいことがありましたか」
と皆で話し共有して、ちょっと涙ぐんで、それを
明日へのエネルギーにしている。人間はそういう
生き物なのかなと思う。 
私たちは、野外生物学者としてこれまで過酷な自
然の中に身をおき、鍛えられてきた。そして、人

撮影：2011.5.28　瓦礫撤去をするボランティア
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間の損得とはかけ離れた自然の喜びを伝えるという
極めて人にうらやましがられる生活も続けてきた。
地震被災地のこの現状をみて、過酷な自然にも
耐えられる力を持っている野外生物学者が立ち
上がるべきだと思った。自然の中で生きる術を
知っている我々が行動をすべきだと思ったので
ある。

=用語解説=
■RQ市民災害救援センター
RQ市民災害救援センターは東日本大震災の被災
者救援のために、3月13日に発足した任意団体
(RQはレスキューの略)。「NPO 法人日本エコツー
リズムセンター」が中心となり、 団体の活動に賛
同した市民有志で結成された。

災害復旧支援隊を受け入れ、
避難所の皆さんに無料日帰り温泉サービス
佐々木 圭 株式会社ホテル佐勘　社長室長・販売支配人

　ホテル佐勘では環境配慮企業を目指し、全社員が一丸となって電気・ガス等のエネルギーの高効率化や使用量削減、周辺地域の清
掃活動に取り組んでいる。また、お客様に提供する食事には旬の食材を選び、朝食に環境保全米「秋保米」を使う他、調理残さや食
べ残しなどの食品廃棄物排出量の削減にも取り組んでいる。

企業
仙台市 2011.5.13取材日

3月11日　14時46分
地震の時刻はちょうど会議のお客様がいて、一
般のお客様はチェックイン前という時間帯だっ
た。お客様、そして従業員を外に避難させた
が、余震もあり周りの状況がまったく見えてい
なかった。私共が一番被害が大きいのか、はた
また周りで大きな被害が起こっているのか、情
報がまったくとれない状況が続いていた。ただ、
これはただ事ではないということだけはわかっ
た。その後に徐々に情報が入ってきた。津波の
情報、ライフラインがすべてダメになっている
こと、交通機関の不通。お車で来ていた方の中
にはその日のうちにお帰りになった方もいた。
ほとんどの方は3日から4日程、長い方で5日滞
在された。ロビーのガラスが割れ寒い状況では
あったが、余震が続き上階の客室へ入るのは怖
いということで、震災初日はロビーで100人以
上のお客様がお休みになった。食事は旅館料理
のため、お鍋などは固形燃料で炊けるようになっ
ている。固形燃料の在庫がある限り鍋でうどん
を作ったり、お米を炊いた。カップラーメン等
の備蓄もあったので、なんとか3食お食事をご用
意することができた。
電気は26日くらいまで不通だった。自家発電が
動いたので最小限の非常灯が点灯し、真っ暗に
はならなかった。お客様がお帰りになった5日目
には自家発電を止め、休館状態に入った。電気
とガスが復旧すればいつでも営業再開できるよ

うにしようと皆で声をかけ、崩れたものを取り
除き、後片付けをし、毎日掃除をした。
ベニヤ板を貼っていたロビーには、昨日ようや
くガラスが入った。

災害復旧支援隊の受け入れ
  
3月25日から仙台市ガス局の復旧隊を中心に災
害復旧支援の方の受け入れをスタートした。ま
だまだ電気・ガス・水道がきていない、油の供
給もない不完全な状態だったが、給水車で秋保
に水を入れてくれる約束ができたことで受け入
れを決めた。
支援隊のピークは4月の前半頃で、多い日で1日
に800名程の方が宿泊した。皆さんは朝6時に出


